
クリスマスを前にして、「マリ
アの賛歌」に耳を傾けましょう。
救い主を宿したマリアは、力強
く歌い始めました。「わたしの魂
は主をあがめ、わたしの霊は救
い主である神を喜びたたえま
す」。ラテン語訳聖書の冒頭の言

葉からとって「マグニフィカート」と呼ばれます。
英語で「マグニファイ」と言えば、「大きくする」
という意味です。原語のギリシア語も同じ意味を
持っています。「主をあがめる」というのは、直訳
すれば、「主を大きくする」ということなのです。

もちろん、私たちが自分の思いで、神を大きく
したり、小さくしたりすることができるはずはあ
りません。神はいつでも大きいのです。私たちの
思いを超えて大きいのです。私たちの思いの中に
入り切ることはできないくらいに大きいのです。
しかし、私たちには、その神の大きさがなかなか
分からないのではないでしょうか。こんなことを
お願いしても、神がかなえてくださるはずはない。
こんなことできるはずがない。自分で作った小さ
な枠組みの中に神を押し込んで、神の力を侮り、
神に頼ることを諦めてうなだれるのです。

しかし、マリアは違いました。「神にできないこ
とは何一つない」。天使の言葉を信じ、主の約束を
そのまま受け入れて、「わたしは主のはしためで
す。お言葉どおり、この身に成りますように」と
告白しました。常識的に考えれば、過酷としか言
いようのない人生を受け入れ、神をほめたたえる
歌を歌いました。神は、私たちの思いを超えては
るかに大きな方であり、そのお方が小さな小さな
自分に目を留めて、大きなことをしてくださった、
と歌ったのです。

私たちには、どうして神の大きさが分からない
のでしょうか。それは、マリアのように、神の前
に自分を小さくする、ということができていない

からではないかと思います。現実の生活の中では、
いつも、神以外のものが大きくなってしまうので
す。神よりも自分が大きくなるとき、人間は傲慢
になります。神よりも人の存在が大きくなると、
周りの目に気を取られて、人と比べることでしか
価値を計れなくなります。劣等感や優越感の虜に
なるのです。そして、神よりもものが大きくなる
とき、私たちは貪欲になります。ものに支配され
るのです。それは、まさしく、私たちが生きてい
るこの社会の現実の姿ではないでしょうか。自分
さえよければよいとする自己中心的な考え方が、
人間関係を破壊します。そのくせ周りの評価を気
にして、いつも不安と恐れにさいなまれています。
自分の快適な生活を求めることが、他者や自然に
どれほどのしわ寄せをもたらしていても気に留め
ません。神をあがめ、神を大きくすることを知ら
ない社会は、神以外の人やものが大きくなり、自
分自身や他人やものに捕らわれて、不安や焦りを
覚えつつ、常に満たされることがないのです。

神は、そのような私たちのところに、独り子を
送ってくださいました。私たちが真実の悔い改め
をもって神に向き直り、神に立ち帰ることができ
るように、大切な御子を与えてくださったのです。
御子は、私たちが近寄りがたい大きさをもってで
はなく、小さなみどり子の姿で地上に現れてくだ
さいました。クリスマスから始まる御子イエスの
ご生涯、十字架へと至るその歩みの背後に、父な
る神の私たちに対する大きな愛が働いています。
神は、小さな存在である私たち一人ひとりに目を
留めて、私たちを心にかけてくださいます。御子
において、神の愛の大きさを知るとき、私たちは
自分自身の小ささを喜んで認めることができるの
ではないでしょうか。私たちの心に救い主をお迎
えし、マリアと共に神を仰いで、賛美を歌いたい
と思います。「わたしの魂は主をあがめ、わたしの
霊は救い主である神を喜びたたえます」。
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新潟地区
地区長 長倉　　望

去る10月9日「新潟地区信徒大会」を敬和学園
高校にて開催しました。新潟県の“細長さ”は、「札
幌から釧路」「北九州から鹿児島」「東京から名古
屋」と同程度だそうです。また佐渡という離島が
あり、地理的な広がりを持つ新潟地区ですが、24
教会・伝道所と2つの学校から、総勢243名が共に
集いました。地区の連帯の再構築が現在の課題で
すが、北海教区幹事の日向恭司牧師を講師にお招
きし、「福音宣教を共に担うために〜共に泣き、共
に喜ぶ」と題して、北海教区の取り組みから学び
ました。また主題講演と並行して教育部企画の
キッズフェスティバルが開催され（こども18名）、
お手伝いしてくださる高校生たち（40名）と、自
然豊かな敬和学園構内を散策し、拾ったどんぐり
や小枝などを用いて楽器を作成。閉会礼拝で、音
楽部企画の地区合同聖歌隊賛美に加えて、手作り
のユニークな楽器を用いて、子どもたちが楽しく
賛美を捧げました。午後には、教師たちが6つの
チームを組んでブースを出した「クラフトタイ
ム」。レジンアクセサリーや風車、石鹸デコパー
ジュやステンドアートなど、この日までに慣れな
いクラフト作成に取り組んできた成果を発揮し、
それぞれのブースで信徒の方たちと手を動かし、
楽しい交わりの時を持つことができました。学び
と交わりによって、希望と励ましが分かち合われ
た信徒大会。敬和学園高校の全面的なお支えに感
謝します。これらの学びを、教師会や小規模教会
懇談会、また来年度の「信徒と教職が共に伝道を
考える集い」につなげ、新潟地区の連帯と福音宣
教の豊かさを共に育てていきたいと願っています。

群馬地区
地区長 川上　　盾

今年度は21教会・伝道所のうち2つの教会が無
牧、他にも教師が病気・体調不良などで地区の働

きに関わる時間が取れないところもあり、限られ
た人員によって地区運営を担っています。そんな
中、今年は教区総会設営担当、社会活動協議会、
部落解放現地研修などのお役が回って来る順番で
したが、少ない人数で何とか切り盛りしてきまし
た。こうした苦境の中から「ケガの功名」とも言
える新たな展開も生まれています。毎年別々に開
催していた「教会こどもの集い」と「地区大会

（信徒大会）」を、今年は合体して「こどもも大人
も楽しめる地区大会にしよう」ということになり
ました。11月23日、共愛学園を会場に「フクシマ
のこどもたちは、いま」と題して、会津放射能情
報センターの片岡謁也・輝美夫妻を招いて、学び
と交流の時を持ちました。福島原発事故とその後
の状況は、これからの日本社会にとって避けて通
れない大きな課題のはずですが、政治もマスコミ
も取り上げ方は少なくなっています。「だからこ
そ！」と、この大切な事柄をこどもも大人も一緒
になって学びました。

群馬地区は創立100年を超える歴史を持つ教会が
多く、その長い歴史をそれぞれの教会は何とか自
立して歩んできました。しかし個々の教会の現状
は、財政的にも人的にも年ごとに厳しくなってき
ています（これは他の地区でも同じかも知れませ
んね）。そんな時こそ、地区の連帯が必要になるは
ずです。群馬地区の互いのつながりが、本当にい
のちの通うものとなっているか。これからが正念
場です。

栃木地区
地区委員長 清水　信浩

2017年度の栃木地区は、16教会中15教会に専任
の教師が与えられ宣教の働きに励むことができま
した。戦後に開拓伝道された未だ未だ小規模な教
会、伝道所が半数を占める中上からの守りによっ
て、このような体制で一年を過ごせたことは何よ
りも感謝です。

その中で今年度は四條町教会において藤智佳、

地 区 だ よ り
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藤秀彦両牧師の就任式が7月に行われました。「甘
楽甘楽と高笑い」から「日光にっこり」と教会が
励まされることを願ってやみません。

また、栃木地区の総力を挙げての取り組みとし
て、年に一度の「オータムフェスタ」が11月23日
に予定されています。今年度は「互いに知り、愛
し合うために」をテーマに「東北ヘルプ」の事務
局長川上直哉牧師をお迎えし、原発事故から6年を
経過した現地のお話を伺うと共に、この栃木地区
内で子どもの貧困に対して働きをなしておられる
教会からの報告をいただくことになりました。栃
木県でも未だ原発事故による放射能汚染の影響が
残る中、福島の現状と最も影響が多いとされる子
どもたちについて考え、またその取り組みを知る
ことは今後の教会の福音宣教の働きにとって大き
な力となると思います。

以上簡単ではありますが、2017年度のここまで
の栃木地区の報告とさせていただきます。

茨城地区
地区長 福島　純雄

この原稿を執筆している今は、今年度当地区の
最も大きな行事である「地区大会」が盛会のうち
に無事終了したところです。茨城地区では、様々
な行事が多数あり、企画のほとんどを会場教会に
丸投げというような形で実施してきました。そこ
で今年度は試みとして、従来行ってきた教会こど
も大会、信徒大会／役員研修会（隔年毎）、教会教
育研修会の3つをひとつに集約し、「地区大会」と
して実施してみる事としたのです。さらに、女性
部は6月に関東教区全体の総会・修養会を担当しま
したので、地区女性部集会も共催という形を取り
ました。

9月23日、筑波学園教会／つくばクリスチャンセ
ンターと隣接する茨城YMCAを会場に、大人と子
ども合わせて160名ほどが集い、幾つかの選択プロ
グラムを用意して実施されました。午前中の基調
講演は宗教改革500周年を記念して「ルターと聖
書」、午後は「教会における人間関係」が主として
大人向けのプログラムでした。他方午前午後を通
して、アロマキャンドルの作成や子ども向けの宗

教改革を学ぶプログラムが用意されました。
出色は、お昼休みのアトラクションとして急遽

牧師たちがバンドを結成し2曲ほど披露しました。
日頃難しい顔をして説教をしている牧師たちの、
普段とは違った一面がうかがえて信徒の皆さんに
はとても好評でした。5月に勝田教会の伝道師とし
て就任されたばかりの綿引久美子教師が、すてき
な歌声を聞かせてくださり地区でのデビューを飾
られました。

埼玉地区
地区委員長 川染　三郎

現在、埼玉地区には61教会・伝道所があります。
関東教区の他地区に比べても2〜3倍の教会数です。
そのため教会間の交わりの密度が少ない状態に
なっています。そこで、各最寄り区（3区）での教
会の交わりを深めていきたいと願っています。

そこで、現在の最寄り区の活動を見直しつつ、
埼玉地区として、最寄り区の活動が充実するよう、
教会間の交わり、協力を前進させたいと計画を進
めています。まず、常設委員会（伝道・社会・教
育・教師）において、委員は各最寄り区から選出
してもらい、最寄り区の諸教会が地区常設委員会
の活動に参加しやすいものにします。

まず、この方針について教師委員会と協議を進
めています。具体的提案として、最寄り区の教師
委員は2人ですが、それを3人に増やし、伝道・社
会・教育委員会の連絡役となって、最寄り区教師
会に報告をしていただきます。現在、常設委員会
に最寄り区の教師がいないことがありますので、
将来は最寄り区教師委員会から常設委員を推薦で
きるようにし、かつ、地区の活動が最寄り区にお
りて、各教会の活動を活発になるよう願っていま
す。

各教会の働きを豊かにするために、教会の交わ
りの中で伝道方策を生み出して、各教会の伝道活
動を活性化する必要があります。教会の伝道に資
する計画を共同でたてることができることを願っ
ています。
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本庄教会 疋
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今年に入って大宮教会退任後の歩
みについて祈っていたところ、1月
17日の夜、サイタマ・ディサイプ
ル・チャーチビジョンを与えられま

した。2月に入り、全くの想定外のことで、秋山徹
先生を通して本庄教会を紹介され、4月から主任担
任教師として就任することになりました。

就任式の時、熊江秀一牧師より、「アブラハムは
『主の祝福の源となるように』と召されて、主の言
葉に従って旅立ったとき75歳であったように、疋
田先生も本庄教会で祝福の源となる御業に仕えて
ください」と奨めを頂きました。確かに私も数え
で75歳、遣わされて9ヶ月、主の祝福の源となる
ビジョンを本庄教会の兄弟姉妹たちとワクワクし
て祈り描いています。

埼玉和光教会牧師 岩河
����

敏宏
����

4月より埼玉和光教会と小羊幼稚
園の歩みに加えられ、気が付くと半
年を過ぎて年度も折り返しを迎えて
います。4月からの時を振り返ると、

これまで関西圏で生活をしていた家族5人が初めて
関東圏に移りました。新たな環境への希望と喜び
にあふれると同時に、家族それぞれが多少の不安
や戸惑いを感じていたと思います。けれども、埼

玉和光教会の皆様や小羊幼稚園に繋がる方々が、
陰日向なく祈りをもって家族を温かく支えて下さ
ることは感謝の極みです。

自身の体験も踏まえ、何らかの不安や戸惑いを
抱えて日々を過ごしておられる教会員やその家族、
また地域の方々に、主にある平安や恵みを感じて
頂ける宣教が出来ればと願っています。

東京聖書学校教務教師・東京聖書学校吉川教会牧師

原
��

田
�

のぞみ
今春と言いましても、もう半年も

前の話しですが、東京聖書学校舎監
補兼務、東京聖書学校担任教師とし

て赴任いたしました。関東教区は約20年ぶりにな
ります。前任地の九州教区より色んな意味で、広
く大きな教区と考えています。

神学校を抱える教会として、地方教会の課題や
地区教区を通しての連帯の豊かさにも思いを留め
つつ、そこの視点を持って遣わされた現場で主に
あって、立たせていただきたく願っています。

現在、連れが九州・宮崎の地で代務含め2つの教
会に携わっています。そのような中で、私は単身
赴任でこちらに来て、地域における教職人数の地
域格差や「献身」について神学生と共に歩みなが
ら思い巡らす今日この頃です。どうぞよろしくお
願いします。

着任してひとこと

宣教部委員長

新宣教部委員長挨拶 竜ヶ崎教会牧師　飯塚　拓也

教区総会での宣教部委員長選挙の際に、「なぜ宣教部委員長を選挙するのか」との問いか
けがありました。大変大事な質問でした。「関東教区は、宣教部委員会の活動を大切にし、
常置委員会と宣教部委員会が車の両輪となって進む」とお答えしましたが、その後の選挙に
おいて、3度目の宣教部委員長として選ばれました。大変に身の引きしまる思いです。この
任期の2年間の間に、伝道所や小規模とされる教会をお訪ねし、教区として何ができるのか

を考えていきたいと願っています。
「血の通った関東教区」の実現のために、精一杯をつくしたいと願っています。

この記事は前号に掲載すべきでしたが、編集上のミスにより脱落してしまいました。
深くお詫び申し上げ、本号に掲載致します。 教区通信委員会



共愛学園中学・高等学校教務教師
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吾妻教会を辞し、4月から共愛学園
中学・高等学校の聖書科の教師として
働いています。吾妻では、教会に集う

お一人おひとりを通して、聖書の言葉に深く出会
い直す時が与えられました。

現在は中学の全クラス、高校2年の7つのクラス
の授業を担当しています。それぞれの学年や個性
の違う一人ひとりに応じて、どのような言葉を使
い、どのような方法で伝えるのが適切なのか、試
行錯誤の日々です。ですが、聖書のメッセージそ
のものは、学年に関係なく、こちらの思いを超え
て、生徒のなかに深く受け止められていきます。
その様な聖書の持つ力に依り頼みつつ、生徒達の
苦しみや喜びに寄り添っていければと願っていま
す。これからも、お交わりをよろしくお願い致し
ます。

聖学院大学教務教師 五十嵐
� � � �

成
��

見
�

2017年4月より、聖学院大学人間
福祉学部チャプレンとして奉職して
おります五十嵐成見と申します。私
は生まれが新潟県新発田市なので、

生まれ故郷とつながっている教区の皆様とお交わ
りさせていただくことができますことが、うれし
いです。また、神学校時代の同僚、学生時代から
の知り合いもいる教区で、すでに親しみを感じて
います。

老若男女の人たちの心に届く福音を心がけてお
りますが、特に、青年に向けてのメッセージを大
切にしてまいりたいと思ってます。教務教師とし
て教区に仕えますが、教会の交わりを大事にして
まいりたいと願っています。お声をかけてくださ
ればまことに幸いです。どうぞよろしくお願いい
たします。

高崎教会牧師 望
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月
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奈
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昨年度まで吾妻教会担任教師と共
愛学園非常勤講師を務めておりまし
たが、3月で辞し、4月より高崎教会
担任教師に着任致しました。高崎教

会は、学生時代に1ヶ月間の夏期伝道実習をさせて
頂いた教会です。この度、9年ぶりに再び交わりに
加わることとなり、神様の不思議なご計画を感じ

ております。現在、近隣の無牧師の教会や、キリ
スト教主義諸学校でも説教の奉仕をする機会が与
えられ、感謝しています。感謝と祈りをもって、
教会に仕えて参りたいと願います。今後もどうぞ
よろしくお願い致します。

北本教会伝道師 阿部
� �

洋
��

治
�

3月に約31年間務めた聖学院大学
を定年退職し、4月からは、大学の
仕事の残務整理を抱えつつ、北本教
会の代務者をお引き受けしました。

そして、この9月、主任担任として就任致しまし
た。1974年、東京神学大学大学院修了の後、巣鴨
教会で伝道師。1975年から9年間、大阪教会の閉鎖
された伝道所再建のために奉仕させていただき、
その後、2年間、アメリカはミシガン州のホランド
という小さな町にある改革派のウェスタン神学校
での学びの機会を与えられた後、1986年7月より、
聖学院大学の前身女子聖学院短期大学の宗教主任
として就任し、以来、教務教師として務めさせて
いただいた者です。そして、この度、70歳を超え
た高齢者ではありますが、おそらく、伝道者とし
ての最後の仕事として、困難を経験して来た北本
教会再興の務めを与えられました。無から有を呼
び出し給う全能の父なる神を仰ぎつつ、この務め
を全うしたいと願っております。

本庄旭教会牧師 柳
��

瀬
�

聡
���

9月より渋川教会担任のまま、本
庄旭教会の主任担任教師となりまし
た。よろしくお願いします。

お元気そうだった西上信義牧師が
7月に召天されて引き継ぎの間も乏しく、諸手続き
に追われつつ教会の把握に努めています。渋川教
会旧幼稚園舎の改修も重なって、俄かに慌しく
なった心境です。

本庄旭教会は深谷教会と同じ海外宣教団に開拓
され、2年後には付属の旭保育園と共に創立100周
年を迎えます。家族的な教会形成を特徴とした宣
教団だった様で、その特徴は保育園運営に生かさ
れて地元に親しまれて来ました。本庄旭教会の置
かれた状況を謙虚に受け止め、健全な信仰の交わ
りがこの教会に相応しく教会として形成されるこ
とを祈りながら、牧会に励みたいと思います。

（5）



（6）

アジア学院校長 荒川　朋子

大津健一先生は2009年4月にアジア学院、アジ
ア農村指導者養成専門学校の校長に就任された。
2012年6月、震災復興事業の最中に丹羽章前々理事
長が急逝すると、理事長を2015年まで兼務された。
2015年4月に私が校長に就いた後は今年の6月22日
にお亡くなりになるまで理事長を務められたので、
先生がアジア学院でお働きになった年月は8年と2
カ月に亘った。

先生は同志社大学の神学部で学ばれ、卒業後
「最も貧しい人々のところで生きたい」と願い、ご
家族と共に当時日本で最も貧しい地域と言われて
いた福岡県の筑豊炭田のコミュニティーに移り住
み、数年間地元企業に勤めながら開拓伝道をした。

当時の経験から先生は「人々の貧しさ、苦しみを
自らの生き方の原点と考える」と語っておられた。

その後の先生の人生はこの「原点」から離れる
ことはなかったように思う。特に1986年からアジ
アキリスト教協議会（CCA）の開発と奉仕委員会
担当幹事を務めておられた9年間は「アジアの教会
や民衆の置かれた現実を見た」と言っておられた。
アジア各国で保健、難民、障がい者問題を考える
プログラムを教会の開発担当者に対し実施し、心
は常に草の根の人々の貧しさと苦しみと共にあっ
た。アジア学院で先生は、世界の農村の草の根の
リーダーたちを我が友とし、いつも優しく穏やか
な笑顔で接し、誰からも慕われた。神様に遣わさ
れ、神様のための生き抜かれたお方であった。

追　悼・大津健一教師

群馬町伝道所牧師 村田　　元

西上信義牧師とは、八幡鉄町教会から群馬地区
の伊勢崎教会に着任される頃からのお交わりでし
た。当時九州におりました知人を介して群馬地区
の様子をたずねられ、おおよその様子をお知らせ
したのが始まりでした。ほぼ20年にわたる伊勢崎
教会時代が親しく交流した時期でありましたが、
その後も関東教区の教会で奉仕されていた時期が
長くありましたので、折々に声を掛け合う仲でし
た。私が70歳になるころ、先生に「先生はいつ頃
引退されるつもりなのですか」とお尋ねすると、

「牧師は生涯主の召しに応えて生きる者ですから、
死に至るまでです」と答えられたのに驚いたこと
がありました。そのお言葉通り本庄旭教会で召さ
れるまで、伝道者としての働きを全うされました
ことに感銘を覚えました。まさに生涯牧師を全う

されました。
先生は若いころから日本の教会の伝道について

熱く語られる方でありまして、その説教も神学的
骨格のしっかりしたものでした。私などは少々理
屈っぽい先生の論陣にたじたじさせられたもので
ありました。しかし、先生の真骨頂は牧会者とし
ての姿ではなかったかと思います。ご自分も苦労
されたこともあり、また、痛みを抱えてもおられ
たため、弱さを抱えている者、痛みを抱えている
者、助けを必要としている者への牧会的配慮には
細やかなものがありました。また、必要に応じて
よく訪問される方でもありました。よく人の話を
聞き、小さなことでも相手の長所を見出してよく
褒める方でもありました。

今、先生を天に送り、一つの時代が終わったよ
うな思いです。ご家族の上に主が豊かに慰めと祝
福を賜りますようと祈ります。

追　悼・西上信義教師



隠退教師（元巡回教師） 森野善右衛門
私は1957年に神学校を卒業して日本基督教団の

教職となって以来、教会担任教師9年（信濃町教
会と若草教会（金沢））、教務教師30年（東北学院
大学文学部キリスト教学科）を経て、1996年度か
ら関東教区に巡回教師として転じて来ました。

関東教区常置委員会（原田史郎議長）で巡回教
師となるための面接を受け、今後の決意表明を求
められた時に、神学校以来の学びの基本線である

「〈バルト＝ボンヘッファーの線〉に立って、〈世の
ための教会〉の形成を目指してやっていきたい」
と答えた記憶があります。

今年（2017年）3月で教団教師60年になったの
を機会に巡回教師を辞し、引退教師となりました。
その間に2009年には、日本プロテスタント宣教
150年を記念して、教団から「現職教師50年表彰」
を受けたことも心に残っています。

教団教規第128条①によると、「巡回教師とは、

教区からの派遣により巡回伝道および問安に従事
する者」となっていますが、他の教師の任地が特
定の学校、教会などに固定されているのに比べて、
巡回教師はその働きの場がより自由に広く考えら
れているところにその特色があるように思われま
す。その働きの内容も、礼拝説教、諸集会の応援
を中心に教区外にも広げられました。

その活動報告をまとめて年 4 回発行して来た
『上毛通信』も2017年3月、89号で終刊とし、1〜
40号のまとめ『歴史を生きる教会——この世の旅
人・寄留者として』（2006年5月発行・2015年6月
2刷、福音企画印刷）に続いて、今年度中に『現
代に生きる教会——対話・共生・平和』を新教出
版社から刊行の予定です。

その働きを見守り支えて下さった関東教区・教
会のみなさま、また『上毛通信』1〜89号の読者
のみなさま、特に「読者の窓」に応答、お便りを
下さった方たちに心からの感謝を表明いたします。

（7）

9月12日に大宮教会を会場に第2回常置委員会が
開催されました。
・財務委員会より教師謝儀検討表について協議の

結果、努力目標として理解をしていただき、教
会ごと額を決定していただきたい。次年度以降1
年先のものを資料として掲載することが報告さ
れました。

・宣教研究委員会から、教師検定試験推薦者、按
手／准允希望者への面接時に用いられる関東教
区推薦の確認事項について、改定案が提出され、
協議をしました。一部文字の修正を常任常置委
員会に委託され、11月以降から用いることにな
りました。

・世界宣教委員会から、教区内におけるミナハサ
福音キリスト教会の近況について報告がなされ
ました。

・他教団からの教師転籍志願者の教区推薦の面接
を行い、承認しました。

・伝道資金に関して、2018年度の申請額を決定し
ました。

・各種申請に関する件（敬称略）
（1）教師異動

飯能教会 辞 𡈽橋　　誠（主・正）
就 木村　光寿（主・補）

深谷西島教会 就 塚本　　望（担・補）
勝田教会 就 綿引久美子（担・補）
羽生の森教会 辞 佐々木俊也（担・補）
群馬町伝道所 就 今井　浩三（担・補）
白岡伝道所 就 福島　英子（主・正）
北本教会 辞 阿部　洋治（代・補）

就 阿部　洋治（主・補）
（2）第23条申請

勝田教会（土地取得）
東中通教会（土地・建物取得〈遺贈〉）

（3）教師死亡届
大津　健一　　死亡年月日　2017年6月22日

最終任地　　アジア学院教務教師
西上　信義　　死亡年月日　2017年7月22日

最終任地　　本庄旭教会主任担任教会

教区書記 小池　正造

第67総会期第2回常置委員会報告

巡回教師21年の働きを終えて



主事　金刺　裕美

クリスマスを前に、いろいろと計画や準備にご
多忙な日々をお過ごしのことと思います。

この時、一人でも多くの方々が教会に足を運ん
でくださり、主のご降誕の喜びを共にお祝いでき
ますよう心よりお祈りいたします。
◎教区一覧の追加・訂正一覧表送付について

7月末のデータにより発行されている教区一覧で
すが、その後、訂正・追加等がありましたので
別紙にてお知らせいたします。

◎クリスマス献金のお願い
この時期、多方面から献金依頼が届いているこ
とと思います。教区にも各種献金があります。
その目的と献金目標額をポスターでお知らせし
ています。祈りの内に憶えお支えください。

◎教会負担金納入についてのお願い
2017年度も2/3を過ぎました。毎年、同じことの
お願いで恐縮です。さまざまな教区活動は今年
度に各教会・伝道所からご納入いただいた負担
金をもって進められています。それぞれの教
会・伝道所も、大変な会計事情の中でやりくり
されておられることと思いますが、どうぞこの
点をご理解いただき、分割等もご検討の上でき
るだけ早くご送金ください。

◎2018年度謝儀互助申請について
新年度、謝儀互助を希望される教会・伝道所は、
教区提出期限が1月末必着ですから、遅れないよ
う早めにご準備ください。必要書類を整えた後、
地区委員長へ送付し、地区決裁を受けた後、教
区へお送りください。

◎教区事務所　冬期休業日のお知らせ
期間　12月27日（水）〜1月5日（金）

（土・日・月は通常の休業日です。）
※緊急連絡先 小池　正造書記（東新潟教会）

または　携帯　090−1404−9179
◎送金前に送金先の確認をお願いいたします。

地区や教団への送金が、教区の赤色用紙を使っ
て間違って送られてくることがあります。それ
を送金しなおしますので2重に送金料がかかって
います。どうぞ、送金の前にもう一度確認して
ください。

保険事務　金刺　裕美

寒さで心身共に縮み込みがちです。TVからは、
毎日、体に良い事はこれ！良い食べ物はこれ！と
次から次へと情報が流れてきて、昔の常識は今の
非常識なんてこともあるくらいですから本当に驚
きです。でも、いろいろとあり過ぎて聞いても忘
れてしまいます。結局、自分の健康にあったもの
を2、3選び、続けて行くのが良いのかなというと
ころに落ち着きました。まずは、気温が上がって
くる時間帯を見計らい、軽くウォーキングから始
めてみるのも良いかもしれません。
◎冬季賞与社会保険料について

標準賞与額（支給額の千円未満を切捨て額）に各料率
を掛けて算出します。

・標準賞与額×掛金率＝賞与保険料
（小数点以下は、４捨５入）

・賞与保険料の負担……教師と教会・伝道所で折
半。12月末までに納入してください。
※自動払込日は、12月26日（火）です。
※報告書の賞与額を変更せざるを得なくなったと
きは、12月15日（金）までに、ご連絡ください。
それ以降は変更できませんので、ご了承ください。
◎「生活習慣病予防健診」申込みお急ぎください。

2017年度枠にて受診を希望される方は、医療機
関で予約後、予約日・医療機関名を教区事務所
へご連絡ください。その後、保険財団に申込み、
受診可否が決定されます。

◎自動払込日に注意！
毎月の引落は、原則として26日ですが、年度

末に近づく2月・3月分の引落は23日になってい
ます。事前に確実な入金をお願いいたします。
特に、12月の引落しは賞与保険料も加わります
ので、入金の前にもう一度ご確認ください。

（8）

教区事務所だより 社会保険事務だより

編 / 集 / 後 / 記
群馬地区で担任教師3年目、教区通信委員になれば教

区全体のことも多少は分かるものかと選出をお願いして
いたら、最初の会合の直前（8月27日）に埼玉地区で主
任担任教師の兼務が急遽決まりました。また出席した委

員会では、音読版の作成など想像以上に地道な奉仕の集
積によって教区通信の発行が発行されていると知り、敬
服致しました。…のに、着任の慌しさに溺れて原稿提出
が遅れ、申し訳ない限りです。今後は少しはお役に立て
る様、心がけます。 （柳瀬　　聡）
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日本基督教団関東教区宣教部委員会
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桜台こども食堂

河
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（練馬バプテスト教会）
『まことにあなたがたに告げます。あなたがたが、

これらの私の兄弟たち、しかも最も小さい者たちのひ
とりにしたのは、わたしにしたのです。』
（マタイの福音書 25：40）
守られて 100 人を超える回も珍しくなくなり、特別

支援学級の子や多国籍保護者さんの家庭も増えて、多
様な重荷を抱えた子育て家庭さんを、神様の導きによ
りお迎えしています。
「このまま、教会外部の方が 200 人以上も来るよう

になったら、どうするの？」「ボランティアの負担が
大き過ぎるから、もっと簡素な内容で上限も 100 食で
お断りしたら。」

こんな疑問が出る度に、イエス様がおられたら、ど
うなさるだろうかと考え、答えを祈り求めて来ました。

実際には、より大きな重荷を負ったお客さん達に、
より小さな重荷の御客さん達が席を譲ってくれ、120
人を超える回はなく、ボランティアを申し出て下さる
保護者さんも増え、人手不足で運営が破綻する事もあ
りませんでした。

同じ重荷を負った方々同志の緩やかなグループが出
来、励まし合い共に寛ぐ場としても定着しつつありま
す。塾に行けない子の土曜学習指導や寄贈食材の金曜
宅配等も２年目を迎えました。神様が足りない私達を
導いて、様々な新しい奉仕の機会を与えて下さいまし
た。

地域行政の諸機関と連携し、必要とする家庭に届く
為、開店中はお祈りも賛美も神様のお話しもしない状
態は続いています。沢山の未信者さんが、求道以外の
目的で建物の中に入る事への躊躇の声は、場所を貸し
て下さる教会の中にもありました。それでも役員会・
祈祷会での祈りに支えられて、地域で重荷を抱えるあ
らゆる子育て家庭を応援し、子ども達に仕える教会を
目指して、恵まれた活動が続いています。

貧しい人達を助けたいと言う人間的な自己実現の機
会としてではなく、神様に頂いた愛を神様にお返しす

る為に、神様が送って下さったお客様に奉仕させて頂
く子ども食堂でありたいと心から願っています。

多くの教会で、この働きが始まりますように。

サンタこども食堂

サンタの家　代表 吉
��

田
�

登
���

（港南台教会）
サンタの家代表の吉田登です。今日はこの席でこど

も食堂についてお話しできることを大変光栄に思いま
す。サンタこども食堂は 2016 年 5 月に横浜港南台地
域ケアプラザという公共施設でオープンいたしまし
た。毎月第一金曜日に 50 食を提供しています。

こども食堂に取り組むきっかけは、新聞報道に 6 人
に 1 人が貧困児童で食事も十分とは言えない状況下に
ある、というのにびっくり。私は 13 年ぶりの日本帰
国で国内事情に疎かったのです。

週一度の牧師面会日には中澤譲牧師、麻貴牧師とお
会いして貧困についてキリスト者としてどう向き合う
かを話し合いました。貧困児童の存在を知った以上そ
の子をどう救うか。こども食堂が考えられるが教会と
して取り組めるか、教会員の理解が得られるか等いろ
いろと準備に時間がかかるであろう。この問題は一日
三食食べる食事である。もう一つの方法、キリスト者
個人として立ち上げることにしました。勿論、中澤牧
師とご相談をしながらですが。地域の自治会連合会長
を通して地域の社会福祉協議会、民生委員連絡会、子
育て連絡会が一堂に集まるこども食堂説明会を 2016
年２月に開催しました。紆余曲折を経て 2016 年５月
サンタこども食堂ケアプラザ店は開店しました。その
時、信徒の友の取材を受け、掲載記事が元になって今
日ここでお話しする機会を与えられました。

6 人に 1 人が貧困児童ということは 30 人学級として
クラスに 5～6 人はいる計算になります。横浜市の公
立中学校は給食がありません。サンタこども食堂の近
隣には中学校が 2 校、小学校４校、保育園なども多く
あります。学校と保育園にこども食堂開店の挨拶に伺
いました。学校はガードが固いですが、ある先生はお

報　告
関東教区の宣教を考える集い
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弁当を持ってこられない生徒がいないことはない、と
言っていましたし、私が持参したチラシは学校に貼り
だし増刷して全校生に渡したことを後日知りました。
地域との関係を持ちながら進めています。今年 2017
年 4 月からは地区センターでも毎月第 3 火曜日に開店
しました。やはり 50 食を提供しています。ボランテ
アーさんたちの 3 分の 2 が港南台教会員です。こども
食堂でも食事を提供するだけでなく居場所が求められ
ています。さらには孤食のこども、孤独の人や孤立ぎ
みのお年寄りなどの居場所が求められています。

いよいよ教会の出番です。教会は広場になろう、弱
い立場の人々の居場所になろう。

■ 関東教区の宣教を考える集い報告

宣教部委員　大塚　　愼（鹿島教会）
７月 17 日（月）、大宮教会（埼玉）を会場にして、

宣教を考える集いが開催されました。参加者は 95 名、
飯塚拓也宣教部委員長リードによる開会礼拝で始まり
ました。午前中は、「桜台こども食堂」の河野司さん、

「サンタこども食堂」の吉田登さんのお話しを伺い、
講演後の質疑応答も活発になされ、教会が直面してい
る大切な課題であることを共に再確認することが出来
ました。昼食後は、４グループに分かれて河野さん、
吉田さんと共に、それぞれ自己紹介も交え、自由にお
話が出来る時間が持たれました。私は、河野さんのお
られたグループで、河野さんの「何か壮大なことを成
そうというのではなく、とにかく始める、ということ
が大事なのではないか。」というお話し（励まし？）
が印象に残りました。その後、地区、教区からの報告
が行なわれ、最後は全体会の時が持たれ、交流の時に
話し合われた課題などを元に、講師への質疑応答も行
なわれ、大塚が閉会祈祷し、会を閉じました。
「桜台こども食堂」と「サンタこども食堂」の成立

過程や取り組みのスタイルの違いを知ることができた
ことも感謝で、今後の各教会での取り組みに活かされ
るだろうと感じました。

■「教区の宣教を考える集い」に参加して

小西　文江（新潟教会）
私たちの暮らす社会の中で、子どもたちの貧困や孤

食が今深刻な問題になっています。社会のひずみが弱
いところ（子どもたち）に現れているのです。今回の
宣教を考える集いでは、孤独になりがちな子どもたち
や保護者の方々に食事の提供をしている、「桜台こど
も食堂」と「サンタこども食堂」のお話を聞く機会が
与えられました。テーマは「教会は『広場』になろう

─ こども食堂　地域と共に歩む教会 ─」。こども食堂
には様々な事情を抱えた子どもたちや保護者の方々が
来られています。子どもたちだけでなく、お母さんた
ちもそこで仲良くなり励まし合って、お互いの気持ち
がつながる居場所が提供されています。
「桜台こども食堂」と「サンタこども食堂」に共通

しているのはスタッフ一人一人が心を込めて「神さま
から頂いた愛をお返しする」姿勢です。

私が通っている新潟教会でも、幼児から高校生まで
毎週無料で昼食が食べられます。新潟教会は食べること
を大切にしています。共に食卓を囲み楽しくおしゃべり
をする。子どもたちだけでなく、一人暮らしの高齢の
方々にも喜ばれています。そこには神の共同体としての
豊かさがあり、お互いに元気を与えられています。

■ 集いの分かち合いで与えられた教え

乙成　仁史（大宮教会）
「教会を維持するためには、しなきゃと思うけど…」
7 月 17 日の教区の宣教を考える集いで、「桜台こど

も食堂」（練馬バプテスト教会）と「サンタこども食
堂」（横浜港南台教会）が実践されているこども食堂の
働きについて講演がありました。こども食堂を始めた
きっかけや地域への広報のし方、財政面での苦労や奉
仕者の増やし方など、一度は聞いてみたいと思ってい
たこども食堂のリアルな話を、それぞれの教会の方か
ら講演や質疑応答でたくさん伺うことができました。

昼食をはさみグループ討議では、講演を受けて皆が
思い思いの意見を交換しました。その中で印象に残っ
ているのが、ある女性による冒頭のセリフでした。私
はそれを聞いた時、ハッとしました。果たして自分
は、子どもたちを教会員にさせる見返りを求めて食事
を与えたいのか？集いも閉会に迫ったころ、私にも話
す番が回りました。
「私はたとえキリスト教会がやるこども食堂であっ

ても、おなかを空かせていれば仏教やイスラム教の子
どもでも誰でも来られるところにしたいです」

この集いに集まった方々にはそれぞれの想いや考え
があり、グループ討議でこれらが分かち合われること
で、私には私なりのイエス様からの教えが与えられま
した。たくさんの学びや気づきが与えられた、喜びと
感謝に満ちた集いでした。

■「教区の宣教を考える集い」に参加して

中川　葉子（鹿島教会）
鹿島教会では、今後の教会活動について語り合う会

を 5 月に開催し、その際に「地域に開かれた教会にし
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たい」という話の中で、こども食堂の話題が出まし
た。そのようなタイミングで、今回の宣教の集いが開
催され、子ども 3 人を含む 12 人で参加しました。

2 つの子ども食堂の話を聞いた中で「キリスト教を
前面には出さずに開催している」との話がありまし
た。共に食卓を囲む中で、自然に教会が居場所・広場
になっている様子に、とても共感しました。

鹿島教会では 3 年前から、月 1 回、金曜日の夜に若
い人を中心に集まり、持ち寄りで共に食事をした後に
礼拝を守るという会を開催しています。そこには、鹿
島幼稚園の在園親子や卒園親子も集っています。おと
なは子育て等いろいろな話が弾み、子ども達は子ども
だけで、鬼ごっこなどをして走り回って遊んでいま
す。おとなも子どもも、リラックスして過ごせる場所
です。また、月 2 回、地域の方が集えるスペース「サ
ロン茶楽（さら）」を開いたり、毎週日曜日の昼食を
有志で作ったり、教会学校で一緒に昼食を食べて午後
から活動するといった試みもしています。

今回聞いた話を参考に、活動を地域に広げ、誰でも
集える教会を目指していきたいです。

■ 宣教を考える集いに参加して

小林　路津子（取手伝道所）
私たちの生きる国で「子どもの貧困」が問題になっ

ています。また、保護者が長時間就労するために夕飯
をひとりきりで食べている子が増加しています。それ
も根底には貧困ということがあるのでしょう。その対
策として近年名が知られてきた「こども食堂」があり
ます。2012 年に始まり、わずか５年で 300 か所以上に
なるほどに必要とされている現実を私は信じられない
気持ちでいました。お二人のこども食堂における取組
をお聞きすることにより私たちが教会という共同体の
中でできることを示された思いでいます。子どもたち
の食生活の分野の対策として成長に必要な栄養を補う
ために始まったこども食堂が、子どもだけではなくそ
の保護者たちのコミュニティの場となり、同じような
境遇にある仲間たちとおしゃべりをしながら、共に食
すことを喜びあったり、時には励ましあいながら過ご
す「居場所」になっていることを知りました。一方で

「食品ロス」が問題になっている中で「分かち合い、
共に食す」こと、これはいつもイエス様がしていたこ
とだと思いました。イエス様は「行ってあなた方も同
じようにしなさい」と励ましてくださいます。今、私
たちにできることをともに考える機会でした。

2017年度KKSキャンプのご案内

小林　祥人（KKSキャンプディレクター）

関東教区ＫＫＳキャンプは、おもに高校
生を中心としたキャンプです。関東教区は 5
つの県にまたがっているので、私たちが一
堂に会することはなかなかできませんが、
教区宣教部では、若者たちの交流にも力を
入れており、ＫＫＳは若者の交流に力を入
れる宣教部の活動の一つです。教区内での
交わり、互いの関心や課題、また個性を知
り、共有すること、これは私たちの信仰を
豊かにしていく上でとても大切なものです
が、それは牧師や役員に留まるものではあ
りません。同じ世代ということは、同じ時
代を生きる「神の民」ということでしょう。
また、同じ世代だからこそ、共に分かち合
うべきことも、特に若い世代には大切では
ないでしょうか。教会のこと、自分自身の
心の中のこと、自分を取り巻く社会・世界
のこと、いろいろなことを考え、話し合っ
てみる機会を、準備したいと考えます。今
年のキャンプの会場はアジア学院です。異
なる課題を故郷に持ち、しかもそれぞれの
志を実現するために世界中から学生が集
まってくるのがアジア学院です。そこに私
たちも身をおき、世界で起こっている事柄
に目を向けつつ、自分自身をも振り返り、
そこから、この時代を神様と共に生きてい
く手がかりをつかんでいただけたらと思い
ます。諸教会・伝道所の皆さま、教会の内
外で、若い世代を取り巻く状況の困難であ
ることを覚えます。そのような中で、互い
の交わりの豊かさを確かめ、力強く生きて
いく希望を共に考えるＫＫＳキャンプに、
たくさんの若者たちをお送りください。昨
年に引き続き、今年度も「平和」というこ
とをおもなテーマとして、来年 3 月 27～29
日に開く予定です。どうぞよろしくお願い
いたします。
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第24回「女性と男性が共に宣教を
担うための地区連絡会議」報告

橘　　秀紀（委員・水戸教会）

7 月 25 日（火）大宮教会を会場に、第 24 回「女性
と男性が共に宣教を担うための地区連絡会議」が開催
されました。子どもたちを取り巻く暴力を考えること
を通して、神によって等しく創造されている人間の尊
厳を回復していく具体的手だてを考える学びも今回で
４回目となりました。昨年、新潟で開催し好評だった
CAP（Child Assault Prevention＝子どもへの暴力防
止）プログラムを、今年は「自分も相手も大切にする
コミュニケーション」と題して埼玉の”CAP くれよん”
の皆様にお願いしました。前回と重複する部分の報告
は割愛させていただきましたので、ぜひ『宣教部だよ
り No.79』と併せてお読みいただければ幸いです。

私たちは聖書の神を信じるがゆえに、「隣人を自分
のように愛しなさい」との御言葉にも従う者です。し
かしイエスが律法の専門家を諭されたように（ルカ福
音書 10 章）、相手を愛しているつもりでいて、実は相
手の思いに気づいていなかったり間違ったりというこ
とがきっと私たちにもあると思います。たとえば子ど
もたちがどんなことにビックリしたり、不安を感じる
のか？自分自身が子どもだった頃を思い出すだけでは
気づかないこともあると実感したのが、子どもの視野
を疑似体験できるチャイルドビジョンでした。そもそ
も小さな子どもの視点は低いことに加え、６歳児の場
合、上下方向の視野は大人が約 120 度に対して 70 度、
左右は大人約 150 度に対して 90 度しかないのだそう
です。そのため大人ならば随分と前から「何かが横か
ら来ている」と認識できますが、子どもは「急に横か
ら目の前に現れる」のだそうです。それは恐怖の体験
です。つまりこうした子どもの感覚を知らないと、不
本意ながら私たちが子どもたちの安心を奪ってしまう
ことになるということです。CAP が伝える権利には

「安心する権利」「自信を持つ権利」「自由に生きる権
利」の３つがありますが、相手をよく知らないことで
これらの権利を自覚の無いままに奪ってしまう一例で
す。

子どもとのことだけに限りません。私たちが隣人愛
に生きようとする時には、先ず相手のことや置かれた
状況を知ることが不可欠ではないでしょうか。年に一
度のこの会ですが、知らずに気づかずに傷つけてしま
う過ちから解放され、互いを大切にし合えるようにな
るための学びを今後も重ねていきたいと願っていま
す。

第47回「社会活動協議会」報告

三浦　　啓（社会活動協議会担当・桐生東部教会）

9 月 18 日に関東教区宣教部主催の「第 47 回社会活
動協議会」が高崎教会を会場に開催されました。今年
度は「ヘイトスピーチ」と群馬の森公園朝鮮人追悼碑
撤去の問題について学び、考える時を持ちました。

講師にお迎えしたジャーナリストの安田浩一さんは
講演の中で、ご自身がなぜヘイトスピーチや外国人に
関する社会問題に関心を寄せるようになったのか、今
の政治、沖縄の基地問題、関東大震災後の朝鮮人虐殺
などすべてがヘイトスピーチに繋がっているという話
をしてくださいました。特に、安田さんのお話の中で
印象深かったのが、安田さんがある時まで「ヘイトス
ピーチをする側のことしか見ていなかった」というお
話です。ヘイトスピーチをする側の人たちへの取材は
繰り返し行ってきたそうですが、そのヘイトスピーチ
によってどれだけ多くの人たちが泣き、悲しんでいる
のか、誰が苦しみ、誰の尊厳が奪われているのかを真
剣に考えていない自分自身に気付かされた、というお
話は私自身にも当てはまる内容であり、もう一度自分
自身が周りにある社会問題とどのように向き合ってい
るのかについて考えなければと思わされました。講演
の最後に安田さんは「差別に理由があってはならな
い」という言葉で締めくくられました。どのような理
由付けをしようと、人を傷つける、人を攻撃するヘイ
トスピーチが何も良いものを生み出すことがないこと
をしっかりと心に留めたいと思います。

また、午後からは群馬の森公園の朝鮮人追悼碑撤去
の裁判が進められている現状を知るために、裁判の原
告のお一人でもある森野善右衛門先生を講師にお招き
し、追悼碑撤去の経緯・現状などをお聞きしました。
追悼碑に「記憶、反省、そして友好」と刻まれていま
す。これを撤去するということは記憶しない、反省し
ない、友好関係を望まないことを意味します。ヘイト
スピーチと同様に今軽んじられようとしている事柄に
対し、どのように考え、行動に移すべきなのか、真の
平和を祈り求める（キリスト者である）私たちひとり
ひとりが大きく問われています。

今回の協議会のためにお越しくださった講師の安田
浩一さん、森野善右衛門先生、会場提供してくださっ
た高崎教会、お手伝い、お支えくださいました皆様、
ご参加くださいました皆様、お守りくださった神様に
この場をお借りして心より感謝いたします。
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福島第 1 原子力発電所事故から 6 年が経過しました
が、政府と東京電力は責任を一切取らないままで、経
済優先の原発再稼働の姿勢を崩していません。放射能
汚染被害はますます深刻化しています。子どもたちの
甲状腺異常も増加しています。しかし政府は、2020 年
開催予定の東京オリンピックを前面に押し出して、福
島第一原発の事故はなかったかのような社会にしよう
としているのです。

さらに、沖縄では人々の民意を無視して、高江でヘ
リパット建設を強行し、辺野古では新基地建設のため
の護岸工事を強行しています。高江で、辺野古で阻止
行動に参加している人々への強制排除が今も続いてい
ます。相次ぐ米軍機の墜落事故等、オスプレイ墜落事
故後も人々の不安を顧みず、すぐに飛行を再開したこ
とや、高江でのオスプレイの低周波の影響、騒音被害
等、米軍基地の重圧がさらに重くのしかかっています。

私たちには戦後 70 年以上も沖縄に米軍基地を存続
させてきた責任があります。高江でのヘリパット建
設、辺野古移設と新基地建設は、沖縄の負担軽減どこ
ろか基地を強化し恒久化に繋がります。

去る 10 月 22 日に行われた衆議院議員総選挙は自民党
と公明党の連立党が 3 分の 2 以上の議席を得て、安倍政
権が継続することになりました。いよいよ憲法改正（改
悪）が目の前に迫っている状態です。憲法改正（改悪）
によって戦争のできる国づくりが加速されます。

日本社会は益々生きづらい社会になり、一人一人の
命が軽んじられて、人間の尊厳がないがしろにされて
いくことを最も危惧します。

今年度、靖国天皇制問題委員会と「論憲ネットワー
ク」特設委員会は合同で委員会を開催しています。両
委員会で情報を共有しながら、活動休止状態になって
いた「論憲ネット」特設委員会を再構築したいと考え
たからです。そのためにメーリングリストを作成しま
した。（作成は清水与志雄 靖国天皇制問題委員が担当）

各地区で行なわれている市民運動と教会組織（地区
委員会等）とのつながりを作るために、委員一人一人
がアンテナを張り情報を収集して、メーリングリスト

を通して情報を発信して話し合いを進めています。
9 月 12 日の委員会では、埼玉地区社会部主催の 8・

15 集会（講師：伊藤朝日太郎弁護士、
テーマ：「集団的自衛権」をかんがえる～来たるべ

き改憲発議・国民投票にどう立ち向かうか～）のビデ
オ（講師の許可を得て）を、インターネットを通じて
見た感想等を意見交換しました。

同様にして、9 月 18 日に高崎教会で開催された教区
社会活動協議会《講師：安田浩一さん（ジャーナリス
ト）、タイトル：「ヘイトスピーチと表現の自由～社
会が守るべきものは何か」講師：森野善右衛門さん

（隠退教師）、タイトル：「群馬の森『追悼の碑』の語
るもの」》も情報を共有しています。

私が所属している新潟地区では、来年の 2 月 12 日
（月･休）思想信教の自由を守る新潟集会（地区社会部
主催）に西川重則さん（靖国神社国営化反対福音主義
キリスト者の集い代表）を講師としてお招きします。
タイトルは「戦後 73 年の〈2・11〉にあって、日本国
憲法に習熟しよう」です。西川重則さんはキリスト者
として 18 年間欠かさず国会傍聴を続けておられます。
以下西川重則さんの文章を引用させて頂きます。

「2018 年はもっと憂うべき、戦後 73 年となるでしょ
う。安倍政権はじめ閣僚、内閣を支える自民党・公明
党による連立内閣の現実を直視する時、率直に言っ
て、侵略･加害の歴史をくり返した長期にわたる日本
の天皇制･国家神道体制下の政治、敗戦後の今日に至
るまでの総括、今後の課題について講演し、参加者と
真剣に学び合いたいと願っています。具体的には日本
国憲法に習熟し、徹底的に反論しなければなりませ
ん。」

私たちはキリスト者として、憲法を改正（改悪） さ
せないために何ができるかを真剣に考えて、主に祈り
ながら地道に取り組んでいきたいと思います。各地区
で、教区で憲法について話し合いを深め、上記の西川
重則さんの言葉通り「日本国憲法に習熟したい」と思
います。

発行者：関東教区靖国天皇制問題委員会・「論憲ネットワーク」特設委員会
委員長：小西文江
所　在：関東教区事務所

関東教区靖国天皇制問題委員会と「論憲ネットワーク」特設委員会の今年度の歩み
小西　文江（教区常置委員、靖国天皇制問題委員会と「論憲ネットワーク」特設委員会委員長）

「論憲ネットワーク」特設委員会ニュース

靖国天皇制問題委員会
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『集団的自衛権』を考える? 
～きたるべき改憲発議・国民投票にどう立ち向かうか～

靖国天皇制問題委員会 清水与志雄（行田教会）

埼玉地区社会委員会主催、2017 年度 8・15 集会は、
明日の自由を考える若手弁護士の会の伊藤朝日太郎氏
を講師として招き、 「集団的自衛権」を考える～きた
るべき改憲発議・国民投票にどう立ち向かうか～」と
いう喫緊の課題についてよき助言を受けた。

集団的自衛権とは、自国に対する武力攻撃が発生し
ていないにもかかわらず、自国と密接な関係にある他
国に対する武力攻撃を自国に対する武力攻撃とみなし
てこれに反撃する権利（日本も国際法上は集団的自衛
権を有しているが、日本国憲法第九条の下では行使で
きないと解されてきた。）

自衛隊創設の 1954 年から安倍政権が閣議決定で憲
法解釈を変えた 2014 年まで 60 年もの間、自衛隊は
あっても自国への武力攻撃がないにもかかわらず海外
で武力行使することは許されないというのが確立した
憲法解釈だった。

ところが、内閣による解釈変更、一連の安保法制強
行採決により、限定的にせよ集団的自衛権行使がなさ
れる危機的状況に突入した。衆議院選挙で改憲勢力が
大勢を占めたために、改憲発議、さらに 60 日以内の
国民投票という時局が現実味を帯びている。

ゆえに、国民投票運動を、今からどんどん自由に展
開すべきあるとの貴重な助言をいただいた。

＊　　　＊　　　＊

「発想が根本的に違う人」に伝える努力

論憲ネットワーク特設委員会 羽島　健司（足利東教会）
ご存知の方もおられるでしょうが、私の妻は韓国人

です。それも、いわゆるニューカマーで、義務教育ど
ころか高等教育も、韓国であらかた受けた後で、日本
に来ています。そのため時に、日本人が聞くと絶句す
るような、突拍子もないことを言い出します。それだ
け、根本的に常識が違うのです。

集団的自衛権について話題になっていた時期に、ど
う思うか聞いてみたところ、妻の返答は、ある意味、
驚くべきものでした。もし日本の集団的自衛権の行使

が認められないのならば、韓国の有事の際には、日本
は助けてくれないのか、と言うのです。

ただ、妻のこの答えは、前提抜きで聞くと驚く方も
多いでしょうが、ニューカマーの韓国人の一人がそう
言ったと聞けば、それほど不思議ではないでしょう。
台湾の方々も似たような感覚をお持ちで、日本の安保
法制を歓迎していた人もいたと聞きましたが、いずれ
も、軍事的な緊張の中で、何十年も過ごしてきた、そ
れが当たり前の人々です。日本での平和主義の考え方
とは、発想が根本的に違うのです。

しかし、これからの日本に必要なのは、相手が日本
人かそうでないかに関わらず、「発想が根本的に違う
人」にも平和主義を伝えていき、多少なりとも理解し
てもらおうとする努力ではないでしょうか。

最近の政治状況のせいか、思想の異なる相手に怒り
を覚えて、むやみに突っかかっていく人々をよく見か
けます。それも「両方」の側にです。しかし、相手は
外国人のようなものだ、常識からして違うのだと思え
ば、かえって腹も立たず、相手を説得する気力も出て
くるのではないでしょうか。

私は、伊藤朝日太郎さんの講演をうかがって、「発
想が根本的に違う人」をいかに説得するか、という視
点を感じました。集団的自衛権が、日本や周囲の状況
に対して、「軍事的に」得にならない、という観点で
論を組み立てておられ、軍事を真剣に考えている人々
を切り捨てるのではなく、その立ち位置から平和主義
に向かっていこうとする努力を見ました。

それぞれの場で、一人でも多くの方を平和に「巻き
込んでいく」必要を感じた講演でした。

講師の伊藤朝日太郎氏

■ 埼玉地区平和を求める 8・15 集会報告
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部落解放だより 
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今期、委員長としての務めを担うことになりま

した。かつて初めてこの委員会に加えていただい

て以来、三つの祈りを祈ってきました。「すべて

の差別がなくなりますように」。「すべての人権が

守られますように」。「狭山事件の真実が明らかに

なりますように」。この三つの祈りが関東教区の

諸教会・伝道所で祈られ、取り組まれてゆくこと

を願っています。 

昨日１０月３１日（火）に狭山事件の再審を求

める市民集会（東京・日比谷公園野外音楽堂）に

参加しました。関東教区の地に起こった部落差別

が背景にある冤罪事件です。石川一雄さんは７８

歳となった今も戦い続けておられます。 

この数年の弁護士・裁判者・検察による三者協

議によって証拠が開示され、無罪はますます明ら

かとなっています。寺尾判決の根拠は完全に崩れ

去っています。一日も早く第三次再審が開始され、

真実が明らかになることを祈っています。⇒

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇒宗教改革５００年の記念日、プロテスタント

教会とカトリック教会が祈りを合わせ、市民と共

に、一人の人権と尊厳の回復のために集められ、

思いを合わせた意義深い時となりました。石川さ

んの「見えない手錠」がはずされますように。 
 

教師部委員長（足利東教会牧師）羽島健司で 

す： 

ご存知の方もおられるかもしれませんが、私 

の妻は韓国人です。文化の違いは顕著で、夫婦

げんかもしばしばですが、その際には、相手の

個性を尊重すると共に、「これだから外国人

は・・・・」と決めつけないように気をつけて

います。こうした実体験も踏まえつつ、差別の

問題に取り組みたいと思います。 

 

栃木地区からの委員（益子教会・西那須野教

会牧師）大下正人です： 

現在、益子教会、西那須野教会を兼牧させてい

ただいております。あらゆる差別を無くす大切な

役割を与えられる中で、私自身が知らないこと、

知らされていないことが多い中で、どれだけのこ

とを理解し、共に歩むことが出来るかを模索して

いければと考えております。お祈り下さい。 

 

教区教会婦人会連合 副委員長（栃木地区・

四篠町教会）阿久津マキ子です： 
 この度、関東教区婦人会連合の副委員長として、

2年間お世話になります。 私は栃木県内にある

城下町に育ちました。小中学校時代、被差別部落

出身の人とは何も知らずに友達として仲良くし

ていました。そのことについて、母は知っていま

したが、私には決して何も告げることはありませ

んでした。 後に、日本には、厳しい差別のある

ことを知るようになりました。 この機会に、推

進委員会を通してさらに学びを深めたいと願っ

 
『三つの祈りと共に』 
教区部落解放推進委員会委員長 

（埼玉）大宮教会牧師 熊江 秀一 
 

関東教区部落解放推進委員会 

発行人代表    熊江 秀一 

埼玉県さいたま市大宮区下町3－39 

日本基督教団大宮教会 

連絡先 TEL 048-641-6148 

郵便振替 00140-3-67727 

加入者 日本基督教団関東教区 

 

2017～18年度教区部落解放推進委員会のメンバー: 

後列左から：羽島、川上、飯塚、大下、 

前列：安田、後藤、熊江委員長、柳田、阿久津、山本

安生 
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ております。 

協力委員（埼玉和光教会）の岩河宏美です：  

昨年度まで大阪教区で、人権侵

害防止委員会と性差別問題小委

員会に属していました。研修会を

通して、父権主義や家制度、戸籍

によって固定化されている現実、

様々な人権についての課題を学

びました。その一つ一つが部落差別の課題と繋が

り、取り組むべき必要性を示されました。この10

月からの参加で、スタート地点に立ったばかりで

す。よろしくお願いいたします。 

◆アイヌ民族の人権をめぐる闘いを学ぶことが

できた。初めて二風谷（にぶだに）を訪ねた。公

立の大きな展示館があったり、啓発用のＤＶＤが

発行されていたりして、勝ち取ってこられた成果

を見させていただいた。「被差別」という視点か

らだけでなく、アイヌ民族の誇りを打ち出したＤ

ＶＤの内容は、会議の中で和田献一さんが語られ

た「“穢多・非人”史観から、“われら長吏なり！”

への転換を！」という指摘と相俟って、新たな視

点を与えられた。 

      （群馬）前橋教会牧師 川上 盾 

◆15 世紀以降和人移住の急増がアイヌ民族の平

和で豊かな暮らしを破壊していくことになり、幕

府や松前藩の不公平な搾取と横暴、同化政策によ

って苦しめられ、アイヌ民族の言葉や文化、伝統

を守るための闘いがあったことを内地（北海道の

人から見た本州）に住む私たちは無関心であった

と言わざるを得ない。北海教区は 1996 年に「ア

イヌ民族の権利回復と差別撤廃を教会が宣教の

課題として取り組むことを目的」として「アイヌ

民族情報センター」を開設したことを知った。           

（埼玉）和戸教会 後藤龍男 

◆基調報告をした斎藤・センター活動委員長が、

「差別することを躊躇しない社会の出現」を指摘、

二風谷ではアイヌ民族の現状を学ぶ機会を得た。 

 和田献一(氏家教会)さんの講演では、被差別部

落へのマイナスイメージの歴史観から脱却する

こと、プラスイメージの歴史観に立つ必要を訴え、

戸籍を家族単位から個人登録にする、国際人権其

準を国内法に生かす闘いが差別撤廃への課題にな

るとの指摘に共感した。 

（群馬）太田八幡教会 安田耕一 

◆アイヌ民族の歴史と実態について私のこれま

での認識と大きな違いを突きつけられた 3 日間

であった。美しい自然の中で、自然とともに生き

ていたアイヌ民族にとって、何の説明もなく土地

や生活権を奪われてきたことが、現在もそのまま

にされたまま、一般の人々には珍しい土産物や生

活品の観光資源として捉えられていることに、矛

盾と政府や我が国産業の無責任さを感じた。    

（茨城）鹿島教会 山本安生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

◇編集後記◇  

今号は、今期新任の委員長、新委員 3 名と新協

力委員 1 名、合計 5 名の自己紹介・挨拶文を載

せています。6 月開催の部落解放全国会議 in 北

海道に参加した 4 名の＜一言＞感想もあります。 

入院中の丹波二三夫さんの病状回復を、引き続

きお祈り頂きたくお願い致します。   （Y）       

関東教区部落解放推進委員会委員の連絡先 

委員長      熊江 秀一  048-641-6148 

宣教部委員長  飯塚 拓也  0297-64-3768 

教師部委員長  羽島 健司  0284-41-7865 

新潟地区    柳田 雅江  0258-62-1958 

群馬地区    川上  盾  027-231-3623 

栃木地区      大下 正人  090-4459-5450 

埼玉地区    後藤 龍男  0480-22-2424 

茨城地区    山本 安生  0299-82-9169 

教会婦人会連合  阿久津マキ子 028-624-1191 

協力委員    丹波二三夫    

  〃      岩河 宏美  048-485-9913 

部落解放センター運営委員  安田 耕一 

                0276-25-0905 

                  

部落解放センター活動献金を 
おささげください！   

 「部落解放センター」は、キリスト教関係

者の差別事件が多発するなかで多くの信徒

の祈りの中で生まれました。 

部落差別について考えることは、自らの弱

さと出会うことです。互いの痛みを分かちあ

い、自らが変わろうとする人びとが共に祈り

支えあう解放への取組みにみなさまのご支

援をお願いいたします。 

今年度「関東教区の活動献金」目標は３５

万円です。この目標が達成されるよう祈りを

合わせましょう。 

  

 

第 13 回部落解放全国会議 in 北海道
「今、アイヌモシリで差別を考える」
（会場：千歳栄光教会他、6/26～28） 
に参加して ― 参加者の感想 ― 


